第３学年　学級活動指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　平成28年6月15日（水）２校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　沖縄市立美東小学校 ３年４組36名
指導者　山城　マサエ
１　題材　「学級目標パワーアップ作戦」　
内容：学級活動(２) ア　希望や目標をもって生きる態度の育成
２　題材について
（1） 児童の実態
３年生に進級して２ヶ月がたち、４月のぎこちない緊張感が薄れ、学級の仲間や担任と楽しく学校生活を送っている時期である。「私たちの学級は、係活動はこんな風にやっているよ。」等の会話からも、教室が児童の居場所になる頃である。しかし、時間のけじめや聞く態度などにも緊張感の薄れが見られるため、５月の下旬から学級目標を朝の会で唱えさせ、学級づくりに努めている。
本学級の児童は、明るく素直で、困っている友だちに優しく声をかけたり、友だちと仲よく遊んだりする姿が多く見られる。一方で、うまく友だちと関わることができず、活動の輪にすぐには入れない児童や活動に関心は示すが距離をおき、様子を覗いながら後から参加する児童がいる。そのような気になる児童も含めクラス全員が学級活動に関わる喜びを感じ、自然にお互いを認め合う学級にしたい。
　　　
（2） 題材設定の理由
研究テーマである「よりよい人間関係を築こうとする学級」をプロジェクトアドベンチャーのよさを取り入れた学級活動を通してめざしたい。そこで、ＰＡが大切にしている「フルバリューコントラクト（お互いを最大限に尊重する）」の約束を見える形にすることで学級を安心できる場にし、今後の学級活動に生かせると考える。「お互いを最大限に尊重する」は児童にとって抽象的で分かりにくいので、どうすればいいかを視覚化する手法が「ビーイング」というアクティビティである。目標達成に必要なことや大切なことを具体的な言葉や言動で模造紙に書きこむ方法である。
アンケートの結果より、ほとんどの児童が、「３年４組を楽しい学級にしたい」と答えている。しかし、「楽しい学級にするためのアイディアはありますか」の問いに「ある」と答えた児童は極端に少ない。そこで、４月にみんなで話し合って決めた学級目標に注目させたい。学級目標を達成するために必要な言動を組み合わせ「ビーイング」で表し、意識的に活動することを通して、いつの間にかお互いを認め合う関係が深まり、楽しい学級を目指していけるのではと考える。
３　第３学年及び４学年の学級活動（２）の評価規準
	観点　
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活への
知識・理解

	評価規準
	　学級目標の達成に関心をもち，意欲的に日常の生活や学習に取り組もうとしている。
	　３年４組の学級目標を達成するために、対する取組を具体的に考え、判断し、実践している。
	　学級目標の達成をめざし、楽しい学級生活づくりの大切さを知り，そのための自分の関わり方について理解している。


４　事前の活動
	児童の活動
	指導上の留意点
	目指す児童の姿と評価方法

	・アンケートの回答を通して、改めて学級目標を意識し、自分の考えをもつ。
	・学級目標に対する思いを一人一人が思い浮かべるよう声をかける。
	【関心・意欲・題度】
・学級目標について真剣に受け止めようとしている。
・自分の考えをもつ。
（アンケート調査）


５　本時の指導
　(１)ねらい
1 学級目標の達成に必要なこと､大切にしたいことを一人一人が考えることができる。
(２)本時の展開　　（ＰＡ：プロジェクトアドベンチャーの略）
	　
	児童の活動
	指導上の留意点（資料）
	目指す児童の姿と評価方法･■ＰＡの効果

	導入
10分
[image: image1.png]



展開
25分
[image: image2.emf]
終末
10分
	１ ＰＡのアクティビティでアイスブレイキング
　
２「楽しい学級にするには」について考える。
３ 学習の内容を知る。
４ 学級目標を声に出して読み確認する｡
５「ビーイング」の説明を聞く。
６ 学級目標達成のよろこびのポーズの代表の人型を模造紙に全員が交代でなぞる。
７ 学級目標を達成するた

めに必要な言葉や行動を

ワークシートに書く。
８ ワークシートの考えを模造紙(ビーイング)に書き込む。
９ 自分が書いたことを発表し、お互い聞き合う。
	・座席で練習する。立って最初は１人その後ペアで向かい合う。
・全員がペアになっているかを確認する。
・２～３名を指名し発表させる。
（アンケート項目の短冊）
　　　　
・
3月24日には､目標を達成している学級をイメージさせる｡（学級目標の短冊）
（ビーイング用模造紙・マジック）
・全員を立たせ、目標達成時の喜びを体で表現させる。
・ポーズの代表は、前もって担任と相談して決めておく。
・グループ毎に順番や人型ポーズのなぞる場所を割り当て、全員が関わるようにする。
・座席にもどし、ビーイングに書く具体的な言葉や言動の例を黒板で示す。
・記名することや「～しない」ではなく「～する」のような肯定的に書くよう声をかける。
・同じ言葉でも全員が一つ以上書けるように順番やスペースに配慮する。
・教室中央に移動させ、全員に一つだけ選ばせ、発表させる。
・「ビーイング」を大切にし､学級目標に向かって進むことを確認する。
・書いたことをこれから活用していくことをみんなで確認する。
	PA：ビート　■目標達成　■チームワーク
・気持ちを合わせることの大切さと楽しさを体感する。
・次回、人数を増やし難度をあげ、さらに気持ちを合わせる大切さと楽しさを体感させる。
PA：ビーイング■チームワーク　■信頼関

■目標達成　■人格の成長
・学級目標を達成するための具体的な手立て。
【関心・意欲・態度】
・学級目標について自分の意見をもとうとしている。　　（発言・観察）
【思考・判断・実践】
・自分なりの考えをもち、ワークシートに書いた言葉を模造紙に書くことができる。
（ワークシート・模造紙・観察）
事後指導【思考・判断・実践】
・学習や学級活動で必要なとき「ビーイング」を活用しながら学級目標の達成に向けて学級づくりを進める。（観察、日記）


６　事後の活動
	児童の活動
	指導上の留意点
	目指す児童の姿と評価方法

	・学級活動前に「ビーイング」から意識したい言葉を選ぶ。
・「ビーイング」の言葉を意識して活動したかを振りかえる。
・新たに目標達成に必要な言動に気づいたら「ビーイング」に書き足す。
	・「ビーイング」を学級目標に向かうための具体的な手立てとして「気づき」を書き足し育てていく。
・事後に振りかえる場を設定し、継続した取り組みを授業や学校生活につなげていく。
	【思考・判断・実践】
・学級目標を達成するために、具体的に必要なことや大切にしていることを意識し、実践している。
（振り返りカード、観察）


７　資料

「プロジェクト・アドベンチャー」（「ＰＡ」）について

「ＰＡ」とは、「冒険教育」ともいわれ、冒険教育を学校教育に導入することを目的にアメリカで開発されたものが、「ＰＡ」である。冒険教育との関係を示すと図１のようになる。
「ＰＡ」は、冒険教育の教育的効果を、学校教
育の中に組み込むために考案された手法である。
したがって、自然環境での冒険教育を校内環境で
行うことができるという利点がある。また、「Ｐ
Ａ」の活動には、野外活動での危険があることを
想定した身体的な冒険活動から心理的な冒険活動

まで、より広い範囲のものが含まれている。「Ｐ
Ａ」には、冒険的要素を備えた多くのゲームや活
動を取り入れられ、学習の中で多彩な体験が可能
になるという利点がある。
「プロジェクト・アドベンチャー」が大切にしていること

　　　①　尊重し合うという約束：「フルバリューコントラクト」

自分を含め、お互いを最大限に尊重し合うという約束のことを「フルバリューコントラクト」という。その場にまず安心できる環境をつくろうという考え方で、お互いを尊重し合えば失敗も受け入れてくれるし、自分がどんなことを言っても正しく受け止めてくれるという安心感を学級全体につくりだすことができるルールである。お互いが率直に自分の考えを出し合える学級は「フルバリューコントラクト」ができている学級といえ、失敗や間違った答えを笑ったりしなくなるので安心して学習できるようになる。安心できる環境からは多くの気づきが得られると考えられる。

2 　安心できる環境づくり：「ビーイング」
　「フルバリューコントラクト」で安心できる環境
づくりに用いる活動が「ビーイング」である。
お互いが、安心できる環境をつくるために、自分た
ちができること、したいことを子ども達に考えさせ
る。その目標達成のためにとるべき態度や行動をは
じめ推進的な言葉や肯定的なフレーズを模造紙等に
書き込みます。(図２)それを見える場所に掲示する
ことで、意識して活動し、活動の振り返りを通して
の気づきを学級活動に活かしていけると考える。　　　　　　　　　【ビーイングの例】
『学級EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps24 \o\ad(\s\up 23(もくひょう),目標)パワーアップEQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps24 \o\ad(\s\up 23(さくせん),作戦)』
　3年4組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆学級EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(もくひょう),目標)をEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(たっせい),達成)するために、EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひつよう),必要)なことを考えよう（大切にしたい言葉やEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(こうどう),行動)。）
１EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べんきょう),勉強)するときは しんけんに ルールを守るクラス
２ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えがお),笑顔)で仲よくいじめのない 楽しいクラス
３ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こま),困)っている人がいたら、親切にたすけ　心あたたかく やさしいクラス
４　何でもチャレンジ！三年の中で一番かっこいいクラス
☆「学級EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(もくひょう),目標)パワーアップEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(さくせん),作戦)」をせいこうさせる　コツを友だちにEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(おし),教)えよう。


　　　　　　　　　3年4組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆しつEQ \* jc2 \* "Font:ＤＦ特太ゴシック体" \* hps12 \o\ad(\s\up 14(もん),問)にEQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(たい),対)してあなたのEQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きも),気持)ちに近い数字に○をつけて下さい。
①3年４組（全体）は、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がっきゅう),学級)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくひょう),目標)を守っていますか。

１EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べんきょう),勉強)するときは しんけんに ルールを守るクラス
　　　
２ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えがお),笑顔)で仲よくいじめのない 楽しいクラス
３ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こま),困)っている人がいたら、親切にたすけ
 　　　　心あたたかく やさしいクラス

４　何でもチャレンジ！
三年の中で一番かっこいいクラス
　
②　あなたは、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がっきゅう),学級)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくひょう),目標)を守っていますか。

１EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べんきょう),勉強)するときは しんけんに ルールを守る子
　　　
２ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えがお),笑顔)で仲よく、いじめをしない 楽しい子
３ EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こま),困)っている人がいたら、親切にたすけ
 　　　　心あたたかく やさしくできる子

４　何でもチャレンジ！　かっこいい子

③3年４組は３月にはEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がっきゅう),学級)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくひょう),目標)をEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たっ),達)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),成)していると思いますか？

④あなたは､３月には学級目標を達成したいですか？

⑤　あなたは、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がっきゅう),学級)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくひょう),目標)はEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひつよう),必要)だと思いますか？
「学級目標パワーアップ作戦」
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図１　冒険教育と「ＰＡ」











こんなことされると嫌だな（否定的なことは外側に）





本型バージョン





人型バージョン





クラスにあったら嫌だな(否定的なことは外側に)





手型バージョン





クラスで大切にしたいこと(肯定的なことは内側に)








自分はこんなことができる。(肯定的なことは内側に)








『楽しい３年４組』アンケート　２　





まったくそう思わない 





あまりそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�わない





少しそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�う





とてもそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�う
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